
ユアサ商事グループは、すべての事業活動を通じ、地球環境の健全な維持と経済成長の調和を目指す「持続可能な 
発展」の実現に向け、環境方針に基づき、当社グループで働くすべての人々が自主的、積極的に行動し、広く社会に貢献
いたします。

　当社グループはこれまで、開発途上国の温室効果ガス（GHG）削減に貢献するJCM制度※を活用した取組みを進め、
地球環境の改善に取り組んできました。
　2050年カーボンニュートラル実現に向けた官民による取組みが進む中、JCMへの期待はさらに高まっています。当
社は、JCMを通じた環境インフラの海
外展開を一層強力に促進するため、環
境省が策定した「脱炭素インフライニ
シアティブ」について、2020年のタイ
に続き、2021年6月にはベトナムへの
参画を表明いたしました。
　今後、タイ＆ベトナムでのJCM案件形
成支援業務を通じ、両国の経済成長と
環境保全の両立に貢献してまいります。

タイ＆ベトナムの
脱炭素インフライニシアティブに参画

地球温暖化防止の取組み

北海道で森林保全活動を継続
　当社グループのユアサ木材（株）では、北海道に
所有する３ヵ所、計106.26ヘクタール（東京ドーム
約22個分）の森林において、間伐や植林活動を継
続して行っています。今後も環境保全活動の一つ
として引き続き取り組んでいきます。
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JCMの基本概念

※JCM制度： 二国間クレジット制度（The Joint Crediting Mechanism）。世界の温室効果ガス（GHG）削減に貢献するため、環境省が
構築・実施している制度で、優れた低炭素技術、製品、システム、サービス、インフラ等の途上国への普及や対策実施を促進し、
これらの活動により実現したGHG排出削減・吸収に対する日本の貢献を定量的に評価し、日本のGHG削減目標の達成に活
用する制度。

　コロナ禍により、厚生労働省は「密環境の改善」と「一人当たり毎時３０㎥」の換気を推奨しており、冬場も熱を逃さない
「全熱交換器」が注目されています。ダイキン工業株式会社の高性能換気設備「ベンティエール」は既存の設備に後付け
できる全熱交換器で、環境改善機器かつ新型コロナウイルス対策商材でもあります。また環境省から2020年度の補正
予算で、導入支援事業に補助金が給付されています。
　拡販に向け当社とダイキン工業株式会社が協業し、市場動向の分析やターゲット先の選定を行い、活用できる補助金
情報とセットで社内外に情報発信を行っています。当社では、「補助金の申請方法」や「空調機交換の提案方法」などの社
内説明会やセミナー、販売先様・ユーザー様への同行営業などのサポートを行っています。

省エネで快適な換気を実現！
ダイキン工業（株） 高性能換気設備「ベンティエール」の拡販で協業

木造新技術「囲柱ラーメン木構造」の
サステナブルな病院を建築

虫やホコリ、
騒音の侵入を防ぎます

エアコン高性能換気設備

換気をしながら
室温の低下を防ぎます

熱回収により
エネルギーロスを

抑えます外の汚れた空気を
シャットアウト

高性能換気設備設置のメリット

省エネ 結露防止新鮮な空気

事業を通じた価値創造

▶環境方針や環境マネジメントシステム推進体制はこちらからご覧いただけます。

　整形外科のリハビリ室は一般の診察と違い時間をかける施術が多く、また長期間通われる患者さんも多くいます。そ
のため癒しや精神安定、リフレッシュ効果のある木を用い、リハビリ治療に快適な空間による効果も出したいと考えた当
社は、岐阜県の整形外科を新築するにあたり地域の木材を利用した「囲柱ラーメン木構造」を採用して、サステナブルな
建築（循環型資源を活用した建築物）を実現しました。
　地域の木材を使用することで、国内林保護の一助となり、CO₂の吸収削減と林業の活性化や雇用創出、地方創生にも
寄与しています。
　当社グループは、今後も建築物の計画、設計・施工、監理・保守に至るトータル・エンジニアリング機能を発揮し、サス
テナブル建築の普及に努めてまいります。
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